
 理事会報告書                                       

１．概要 

 第 1回 理事会  

日 時 平成 31年 4月 12日 19：30～22：30 

場 所 東町事務所 

出席者 

理事：大山盛樹、井手伸二、小泉徹児、山下潤一郎、小無田彰仁、永木照彦、浦川純二、 

大石勝規、小柳 傑、志岐浩二、笹原順哉、池田章子、飯野朋彦、田中拓郎 

監事：平野英三、大木田治夫 

書記：大月雅之 狩浦圭介 

事務局：坂井孝行、長谷川隆史 

学会：柿田京子、佐藤哲也 

２．理事会議題と決定事項 

（１）審議事項 
 １）長崎市主催 自立支援型地域ケア会議助言者の推薦の件について 
  長崎市地域包括ケア推進室より標記について、小泉副会長が出席できない場合の代理を 2 名出してほし

いという依頼あり。議論の結果、飯野理事、池田理事を推薦することとなった。審議の結果、提案通り
可決された。 

２）JPTAより学校保健事業担当者の推薦について 
JPTAより学校保健事業に関しての依頼。事前に三役会で中央との窓口を大石理事とし、長崎県で活動す
る際は新たにメンバーを選定する方向で話し合った。審議の結果、提案通り可決された。 

３）事務所移転に伴う会議システム等検討について 
事務所移転に伴い、事務所内会議システム、ペーパーレス会議、WEB 会議について株式会社イシマル
とソフトエージェンシーの 2 社から提案あり。(資料参照)イシマルの提案は金額的に難しく、ソフトエ
ージェンシーの提案が現実的。当初計画していた予算は年間 300,000 円。ソフトエージェンシーの提案
であれば、タブレットは別で初期投資のみの 250,000 円。まずはこの案を採用し、今後タブレットにつ
いて検討していく。審議の結果、提案通り可決された。 

４）平成 31年度 NPTA会議予定（理事会など）について 
JPTA から各都道府県に平成 31 年度の理事会などの年間行事を提出してほしいと依頼あり、長崎県理学
療法士協会の平成 31 年度の理事会のスケジュールを立てた。(資料参照)本日第 1 回理事会で第 2 回が 5
月 10日。第 3回は 6月 2 日の定時総会後の臨時理事会となる。第 4回の拡大理事会は 7 月 6 日に予定
していたが、九州ブロックの定時士会長会議と重なるため、変更が必要。第 5 回は 9 月 13 日を予定。
第 6回は 11月 6日、第 7 回は 1月 10日、第 8回を 2月 15 日の学会前、第 9回を 3月 13日に予定。
組織運営検討委員会は井手副会長が委員長で会長からの招集にて発動する。6 月、10 月、1 月に予定す
る。審議の結果、提案通り可決された。 

５）選挙管理委員長の交代について 
選挙管理委員会の古里委員長が 30 年度までの任期。委員会の中で後任は原爆病院の石丸先生という話に
なっている。総会で誰も立候補がなければ、理事会から石丸先生を提案する形。審議の結果、提案通り
可決された。 

６）新入会会員の承認について 
     入会 64名、退会 1名、休会 42名、復会 4名。審議の結果、提案通り可決された。 
７）拡大理事会の日程等について 

   7 月 6 日に予定していた拡大理事会の日程変更が必要。また総会資料に掲載予定の平成 31 年度の事業一
覧を出しているが未把握あり。(資料参照)6 月のダイハツ事業は 6 月 24 日、佐世保にて行う。介護予防
推進リーダーと地域ケア会議推進リーダーは学術局の学術研修部が担当。拡大理事会は 7 月 13 日とす
る。審議の結果、提案通り可決された。 

 ８）障害者スポーツ大会の運営会議への出席者推薦について 
標記について、去年まで本田先生が出席していたが、今年から健康増進部に変わり、健康増進班班長の
樋口先生が出席する。審議の結果、提案通り可決された。 

（２）報告事項 
１）ぴーかんてらす第 9号の発刊について 

平成 31年 3月に予定通り 9号を予算内で発刊。今後も特集記事などあればご協力いただきたい。 
 ２）平成 31年度 定時総会会場の変更について 

定時総会会場について予定していたアマランスが予約できず、「えきまえいきいき」ひろばに変更。今
後、総務の方で会場となりそうな場所をリストアップして対応する。 

３）学術研修会の講師紹介協力依頼について 
      学術研修会の講師紹介依頼あり、専門・認定を取っている先生にアンケートを取り、打診している。(議

案書参照)内部障害を長崎大学の神津先生、運動器を加藤先生に依頼。リスト中で認定の失効がないか確
認する。また専門領域部に講師の問い合わせもあり、協力していく。 



 ４）介護保険部研修会報告について 
   表記について、2 月 19 日春回会クリニック通所リハビリテーションにて開催。井口先生と飯野理事より

介護予防、日常生活支援総合事業についてお話しいただいた。参加者は 33名。 
 ５）第 31回長崎県理学療法士学術大会準備報告について 
   2020年 2 月 15、16日開催予定。(資料参照)1日目、県民公開講座は医療、介護、行政、専門職種の立場

から「住み慣れた地域で安心して暮らそう」をテーマに話していただく予定。特別講演は広島大学の蒲
田先生を予定。一般口述は 4 会場で 28 名、その後意見交換会。2 日目は口述発表が 21 名、シンポジウ
ムでは、「つなぐ」をテーマに学校の立場からの話を予定。午後は一般口述発表を 21 名、その後特別講
演として栗原先生にお話しいただく。予算は案の段階で最終的に 160 万円～170 万円を予定。当初は講
師や内容はもっとボリュームがあったが、現実の長崎県理学療法士協会の体制に合わせて縮小した形。
現状、事業計画と決算が共に 6 月に決まるため学会の企画も難しい点がある。今後、問題点など検討予
定。消費税の増税や会議費の増加が考えられ、経費が増える可能性が高い。講師については予定通り進
める。 

 ６）平成 30年度会計監査日程について 
   平成 30年度会計監査を 4月 26日に実施する。 
（３）その他報告事項 
 １）学会監査報告について 

3 月 29 日に学会監査を実施。いくつか領収書がないものがあったが、26 日の定時監査までに届けると
のこと。 

２）第 16回ねんりんピック総合開会式について 
表記開会式には小柳理事が出席予定。 

 ３）新人オリエンテーションについて 
表記について、4月 21日 9時 30分からアマランスにて開催予定。 

４）糖尿病学会に関する各県代表者について 
大村市民病院の高木先生に行っていただいたが、飛行機の遅れで会議には間に合わず、翌日の糖尿病学
会に出席。正式な議事録を各県に出すということで、今後議事録を見て県内の動きを調整予定。 

５）長崎県理学療法士連盟研修会について 
4 月 19 日に道ノ尾ホールにて開催。「グローバルアライメントから見た腰痛の理学療法」ということ
で、名古屋学院大学リハビリテーション学部の青木先生にお話しいただく。参加費は 3,000円。 

６）重松理事について 

重松理事が体調を崩し、事業役職活動を休んでいる状況。快方には向かい、仕事には復帰している。本
会でも要職にあり、本人が皆に迷惑をかけることを心配しているが、続けたいという意向。14 名の理
事、監事、組織の部長や班長協力の下、重松理事が復帰するのを待ちたい。 

 ７）平成 30年度決算について 
   決算にて超過が 100 万円程あり。竹井先生の研修会の収入と長崎理学療法が発行できなかったことが大

きな要因と考える。収入に対する公益目的事業比率が 50%以上必要ということもあり、医療政策課に超
えそうな旨は話している。1、2 回超過したからといって取り消しはないが、事業を年度内に実施できな
いことが問題で対策が必要。 

 

 


